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記者お問い合わせ先 一般お問い合わせ

－利用・イベントに関すること－
国営武蔵丘陵森林公園管理センター

広報（担当：関原・江野）

－公園管理に関すること－
国土交通省関東地方整備局国営昭和記念公園事務所

国営武蔵丘陵森林公園出張所（担当：代島）

国営武蔵丘陵森林公園管理センター
（埼玉県比企郡滑川町山田1920）
［公園HP］https://www.shinrinkoen.jp

TEL：0493-57-2111 TEL：0493-57-2115 TEL：0493-57-2111

［日 程］2023年10月15日（日） ※少雨決行 荒天中止（延期無し）
中止判断は前日17時もしくは当日朝、公園HPの「大切なお知らせ」にてお知らせします。

［時 間］11:00～13:30 ※イベントにより受付時間・方法が異なります

［エリア］運動広場・あざみくぼ沼（南口・中央口から徒歩約20分）
★イベントの詳細や出店内容については公園ホームページもしくは下記お問い合わせ先にてご確認ください。
裏面に過去実施時の写真を掲載しています。ぜひご覧ください!

『第36回 沼まつり』開催概要

国営武蔵丘陵森林公園では10月15日（日）に「沼まつり」を開催します！
「沼まつり」は園内に点在する沼の文化価値の再認識と滑川町に伝わる「沼普請」の伝承を目的としており、例年運
動広場・あざみくぼ沼にて開催しています。

関東一“沼”が多い地域ともいわれる滑川町には、大小合わせて約200もの沼があり、そのうち2割にあたる約4０
の池沼が公園内にあります。これらの沼は、田んぼに水を引くために人工的に造られた「ため池」で、現在でも水田
灌水用水として利用されています。遅くとも江戸時代の初め頃には造られたとされており、約400年前から本格的
な米作りが始まっていました。

この大切な“沼”が大雨などで漏水や壊れたりしないよう、6～7年おきに「沼普請（ぬまぶしん）」といわれる補修工
事を行います。その作業の合間の楽しみの一つとして「魚とり」がありました。地域の皆さんは特殊な伝統漁具を
持って集まり、泥んこになりながら魚とりを楽しんだといいます。

第36回を迎える「沼まつり」では、沼普請に倣い、三角網、四つ手や、ヤス、ブチヤス、ウナギカキなど昔ながらの伝
統漁具を使った「魚とり」に参加いただけるほか、沼に生息する魚類を観察できる「展示・タッチングプール」、小学
生までのお子さまを対象にした「うなぎのつかみ取り大会」などを開催いたします。比企地域の観光施設などによ
るPRブースやグルメ、トゥクトゥクの試乗会、公園マスコットのしんくん・りんちゃんや滑川町マスコットキャラク
ターのターナちゃんとのふれあいもお楽しみいただけます。

いつもより身近に水生生物と触れ合えて泥にまみれるチャンス！森林公園の沼まつりをぜひご紹介ください。

https://www.shinrinkoen.jp/


うなぎのつかみ取り大会 沼の魚展示

電動トゥクトゥク試乗体験 ゆるきゃらコーナー


